
 

 

入院時 新型コロナウイルス遺伝子検査実施についてのお知らせ 

 

 

 

 

新型コロナウイルス遺伝子検査について 

・当院では、院内で新型コロナウイルスの遺伝子検査を行う機器（アボット社 ID NOW）を導入致しました。 

・検査原理は等温核酸増幅法（NEAR 法）で、従来の PCR 検査と同等の精度を有しており、2020 年 10 月

20 日に厚生労働省からの承認も得られています。 

・鼻腔を綿棒で拭い、検体を採取し検査を行い、検査後、おおよそ 30 分程度で結果が判明します。 

・検査費用は、オミクロン株の感染拡大に伴う国の方針により、入院患者と発熱や咳・鼻水などの症状がある保

護者は、保険診療として自己負担（初再診料や一部の判断料）が生じます。 

 

 

検体採取を行う場所 

・お車で来院された方は、正面玄関もしくは駐車場にて車内で検体を採取します。 

・電車などで来院された方は、病院 1 階の所定の場所で検体を採取します。 

 

結果が出るまで待機していただく場所（約 30 分程度） 

・お車で来院された方は、結果判明まで車内で待機をお願いします。 

・電車などで来院された方は、結果判明まで院内の所定の場所での待機をお願いします。 

※お手洗いのご利用については、当院施設を利用していただいて構いません。待機場所から移動される際に、 

受付にお申し付けください。 

 

検査結果が出てからの注意点 

◆陰性だった場合 

 入院は可能です。手洗いや 3 密回避など、標準予防策の継続をお願いします。 

◆陽性だった場合 

 入院せずに帰宅していただきます。追って保健所より連絡があるまで、自宅待機をお願いします。 

 

※陰性だった場合でも、退院後に陽性となる場合もあるため、結果の内容については、必要に応じて保健所や 

医療機関と情報を共有させていただきますことをご了承願います。 

※市中の感染状況を考えますと、まだまだ厳重な感染防御が必要と思われます。 

当院を利用するすべての患者さんが安心・安全に受診できるように、院内感染防止にご協力ください。 

 

2022 年 1 月 27 日 社会医療法人 大道会 ボバース記念病院 病院長 

 

当院は 2021 年７月５日（月）より、原則として、入院患者ならびに付き添い入院の場合は 

付き添われる保護者 1 名に対して、入院時に新型コロナウイルス遺伝子検査を実施します。 

具体的な検査の流れについて 
来院されましたら、お近くの 

職員までお声をお掛けください 


